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令和２年度第２回図書館委員会議事要旨 
 
 
 
日 時 令和２年７月７日（火）１５：００～１６：１１ 

場 所 オンライン会議 

出席者 尾上委員長、大屋・長澤・藤本（副館長）、北村（図）、足立（人）、豊田（法）、西村（経）、

盛田（理）、祖父江（医）、藤野（医病）、村上（歯）、齊藤（薬）、乾（工）、石渡（基）、渡邊

（言）、山内（国）、鬼塚（情）、藤本（高）、佐藤（連）、山﨑（微）、家（産）、原田（蛋）、松

島（社）、塚本（接）、斗内（レ）、下條（サ）、進藤（全教） 

欠席者 藤元（副館長）、橋本（文）、高島（生）、永田（博）、奈良（事） 

 

〇 議事に先立ち、図書館関係者（館長、副館長、事務部長）の自己紹介があった。 
 
議 事 
１．前回議事要旨（3/11、6/16メール審議） 
   ３月に開催した議事要旨（3/11）については昨年度の委員に確認を済ませているが、参考までに

準備したこと、６月に開催した第１回図書館委員会は、カビが発生した資料の不用決定について、

梅雨前に廃棄するため、持回りで開催したとの説明があった。 
 
２．協議事項 
（１）附属図書館令和元(2019)年度決算（案）について 

令和元年度の決算（案）について、配付資料に基づき予算と決算の差異、繰越し等の説明があ

り、協議の結果、了承された。 
（２）附属図書館令和2(2020)年度当初予算配分（案）について 

２０２０（令和２）年度の当初予算配分（案）について、配付資料に基づき以下の説明があり、

協議の結果、了承された。 
・部局等運営経費の削減なし、総長裁量経費等の減額等で執行可能額減。 
・図書館運営費/資料費に関しては、コロナ禍の影響で執行に変動あり。状況を見て、資料費、

学生雇用、修繕費を優先的に執行する。 
・別途配分のあった学術情報基盤整備費については、OA推進のためのリポジトリ登録システム

の構築やEJバックファイルの整備などを充実する。 
（３）令和2(2020)年度電子図書館委員会委員（案）について 

令和２年度の電子図書館委員会委員（案）について、配付資料に基づき提案があり、協議の結

果、原案どおり了承された。 
（４）規程等の一部改正について 

規程等の一部改正について、配付資料に基づき次のとおり説明があり、協議の結果、原案ど

おり了承された。 
１）大阪大学附属図書館規程の改正について 

 理工学図書館の副館長の任期が前任副館長の都合により年度途中となっていることから、

次の交代から任期を年度に合わせる。 
２）大阪大学附属図書館卒業生特別貸出しに関する要項の改正について 

 利用期間の上限を２年から３年に改正する。現在の登録者については、次回更新後に適用

する。 
（５）その他 

・リポジトリのデータ不備について、経緯・対応状況の報告があった。 
 
３．報告事項 
（１）新型コロナウイルス感染症に関する附属図書館の対応について 

標記のことについて、大阪大学の活動基準に基づき、感染拡大防止のため4/8（水）から5/27（水）
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まで臨時閉館したこと、図書の宅配サービスを実施したこと（受付期間：5/8（金）～5/29（金））

等、配付資料に基づき報告があった。 
 

下記の（２）から（１３）について、配付資料に基づき報告があった。 

（２）令和元(2019)年度附属図書館の重要な取組実績について 
（３）令和元(2019)年度各館利用状況について（入館者数及び貸出冊数） 
（４）「日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画」事業報告について 
（５）令和元(2019)年度ラーニング・サポーター研修実施報告について 
（６）令和元(2019)年度総長裁量経費実績報告書について 
（７）令和元(2019)年度電子ブックの試読トライアルの実施報告について 
（８）大阪大学オープンアクセス方針策定について 
（９）アジア経済研究所図書館との図書館共同利用制度による貸出サービスの開始について 
（１０）Elsevier 社ScienceDirect 前払いPPV(Pay Per View)の登録状況について 
（１１）学習支援活動の年間計画（2020 年度）について 
（１２）アーカイブズの生命科学図書館移転について 
（１３）箕面新図書館進捗状況について 
（１４）各館活動報告について 
   以下の活動等について、紙面による報告があった。 
【附属図書館】 
 ・令和元(2019)年度研修報告会(3/2)  
【理工学図書館】 
 ・工学部 地球総合工学科 建築工学科目授業「建築総合デザイン」への協力について 
【外国学図書館】 
 ・外国語学部向けE-learning 教材のWeb サイト公開について 
 
４. その他 

 特になし。 
 

以 上 


